
  
 

 

 
 

 

 
    

 

 

 

                  

 

 
 

           

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2017C013.html） 

 

＜デング熱の予防方法＞ 

・長袖シャツ・長ズボンなどの着用 

・虫除けスプレー等を２～３時間おきに塗布 

・電気蚊取り器、蚊取り線香や殺虫剤、蚊帳の使用 

・規則正しい生活と十分な睡眠、栄養 

※突然の高熱や頭痛、関節痛や筋肉痛、発疹等が

現れた場合、直ちに専門医師の診断を受ける。 

 

 

 

福井県では、平成 28年 12月 21日に「イ 

ンフルエンザ注意報」を発令しているところ 

ですが、その後もインフルエンザ患者数の増 

加が続き、1定点医療機関における患者数が 

平成 29年第 3週（平成 29年 1月 16日～ 

1月 22日）に警報レベルを上回ったため、 

「インフルエンザ警報」に切り替えました。 

 若狭管内でも警報レベルを上回っています。予防対策を徹底し、風邪様の症状が現れたらマスクを着用して

早めに医療機関を受診しましょう。 
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※御意見･御感想をお待ちしています。 

福井県感染症発生動向調査速報 

（第 1週～第 4週   H29年 1月 2日～ H29年 1月 29日） 

2類：結核 13名 

4類：レジオネラ症 2名 

5類：侵襲性肺炎球菌感染症 5名（1名） 

     アメーバ赤痢 1名 播種性クリプトコックス症 1名 

    カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 1名 

＊（ ）内は若狭管内の発生 

インフルエンザ警報発令中 

デング熱について 

インフルエンザ 定点あたり報告数（若狭管内）  

←警報レベル 
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☆★☆ 悩みごと何でも相談会 予約受付中です ☆★☆ 

○日時：平成 29年 3月 11日（土）13～16時 ○場所：若狭健康福祉センター 

○内容：弁護士、精神科医師、臨床心理士、産業カウンセラー、自死遺族アルメリアの会などの専門家による個別相談 

○参加費：無料（要予約） ○申込み先：若狭健康福祉センター 地域保健課 

外務省は海外安全ホームページに、平成２９年１月１９日、 

マレーシアにおいて、デング熱に感染した邦人がその後死亡す

る事例が発生したことを掲載しました（詳細は以下ＵＲＬ）。 

 同ホームページでは、デング熱の流行国・地域への渡航、滞

在者に対して、蚊に刺されないような予防措置、デング熱と疑

われる症状が発生した場合の早期受診を勧めています。 

「被災地で生き延びるために～難病患者と避難行動・避難所生活～」 

福井大学医学部附属病院 地域医療推進講座 講師 山村 修氏 

◇日時：平成 29年 2月 27日（月）15時 00分～16時 00分 ◇参加費：無料 

◇場所：杉田玄白記念公立小浜病院 9階 大会議室 ◇申込み先：若狭健康福祉センター 地域保健課 

 

職員の方も是非ご参加ください。 

＜予防対策＞・うがい・手洗い・マスク着

用等の咳エチケット・加湿・健康管理 

難病講演会参加受付中です 

 

http://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2017C013.html

